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【
開
催
概
要
】

「
大
久
保
利
謙
と
日
本
近
代
史
研
究　

家
族
・
学
問
・
教
育
」

二
〇
一
七
年
十
二
月
八
日
（
金
）・
九
日
（
土
）

於　

立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
十
号
館
Ｘ
二
〇
四
教
室
（
八
日
）・
四
号
館
四
三
三

九
教
室
（
九
日
）

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

十
二
月
八
日
（
金
）

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
准
教
授
）

	

「
大
久
保
利
謙
先
生
と
私
の
研
究　

史
学
史
・
漢
学
教
育
・
音
楽
史
を
中
心
に
」

十
二
月
九
日
（
土
）

小
澤　

実
（
立
教
大
学
文
学
部
准
教
授
）

	

「
は
じ
め
に
」

報
告
１　

佐
藤　

雄
基
（
立
教
大
学
文
学
部
准
教
授
）

	�
「

大
久
保
利
武
と
利
謙　

立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
大
久
保
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
み
た

大
久
保
父
子
の
学
問
形
成
」

報
告
２　

松
沢　

裕
作
（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

	

「
大
久
保
利
謙
と
戦
後
日
本
近
代
史
研
究
の
出
発
」

池
袋
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー
で
の
大
久
保
父
子
関
連
資
料
見
学

報
告
３　

小
澤　

実

	

「
大
久
保
利
謙
と
一
九
五
〇

－

六
〇
年
代
の
立
教
大
学
史
学
科
」

報
告
４　

今
井　

修
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

	

「
大
久
保
史
学
の
史
学
史
的
位
置
」

質
疑
応
答

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要
】

一
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
狙
い

明
治
維
新
の
立
役
者
で
あ
る
大
久
保
利
通
を
祖
父
、
大
阪
府
知
事
の
大
久
保
利
武

を
父
と
す
る
大
久
保
利
謙
（
一
九
〇
〇

－

一
九
九
五
）
は
、
日
本
の
歴
史
学
者
で
あ

る
。
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
で
教
育
を
受
け
、
戦
後
、
そ
の
人
脈
を
通
じ

て
国
立
国
会
図
書
館
に
憲
政
資
料
室
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
大
学
教
育
学

部
な
ら
び
に
立
教
大
学
文
学
部
教
授
を
つ
と
め
た
。
大
久
保
は
、
従
来
研
究
対
象
と

は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
近
代
史
研
究
を
学
問
分
野
と
し
て
確
立
し
、
政
治

史
、
行
政
史
、
文
化
史
、
大
学
史
、
洋
学
史
、
史
学
史
な
ど
多
様
な
分
野
に
お
い
て

学
問
的
基
礎
を
築
い
た
。
す
で
に
史
学
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
人
物
で
あ
る
。

大
久
保
の
著
作
は
多
岐
に
わ
た
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
完
全
な
著
作
目
録
す
ら
用

意
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
の
そ
の
学
術
活
動
を
３
つ
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
ひ
と
つ
は
、

関
連
資
料
を
精
査
し
た
上
で
用
意
さ
れ
た
年
史
や
個
人
全
集
の
執
筆
（（『
東
京
帝
国

大
学
五
十
年
史
』『
西
周
全
集
』『
森
有
礼
全
集
』
等
）、
ふ
た
つ
め
は
、
日
本
近
代
史

や
近
代
史
を
含
む
大
き
な
歴
史
叢
書
の
監
修
（『
日
本
人
物
史
体
系
』『
日
本
全
史
』

等
）、
そ
し
て
三
つ
め
に
大
久
保
自
身
の
関
心
に
基
づ
く
専
論
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
三
つ
め
の
専
論
に
つ
い
て
は
、
遠
山
茂
樹
を
編
集
委
員
長
と
す
る

『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
』（
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六

－

一
九
九
三
）
に

主
要
な
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
著
作
集
の
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

一
巻　
『
明
治
維
新
の
政
治
過
程
』（
一
九
八
六
）

二
巻　
『
明
治
国
家
の
形
成
』（
一
九
八
六
）

三
巻　
『
華
族
制
の
創
出
』（
一
九
九
三
）

四
巻　
『
明
治
維
新
と
教
育
』（
一
九
八
七
）

五
巻　
『
幕
末
維
新
の
洋
学
』（
一
九
八
六
）

六
巻　
『
明
治
の
思
想
と
文
化
』（
一
九
八
八
）
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七
巻　
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
一
九
八
八
）

八
巻　
『
明
治
維
新
の
人
物
像
』（
一
九
八
九
）

以
上
の
多
岐
に
わ
た
る
業
績
は
、
間
違
い
な
く
戦
後
の
日
本
近
代
史
研
究
の
礎
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
大
久
保
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
後
に
生
ま
れ
た
網
野

善
彦
や
安
丸
良
夫
ら
が
す
で
に
雑
誌
で
の
特
集
対
象
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ

の
役
割
を
史
学
史
上
に
位
置
づ
け
る
試
み
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
我
々

の
手
元
に
は
、
巻
末
に
専
門
家
に
よ
る
解
説
の
付
さ
れ
た
以
上
の
著
作
群
に
加
え
て
、

彼
の
自
伝
（『
日
本
近
代
史
学
事
始
め
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
）
も
、
彼
が
生
前
に

収
集
利
用
し
た
書
物
な
ど
の
文
庫
（
憲
政
資
料
室
、
立
教
大
学
、
学
習
院
大
学
）
と

文
庫
目
録
（『
大
久
保
利
謙
文
庫
目
録
』
二
巻
、
立
教
大
学
図
書
館
、
一
九
九
〇

－

一

九
九
六
）
も
、
彼
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
（「
大
久
保
利
謙
先
生
に
聞
く　

近
代
政

治
史
料
収
集
の
あ
ゆ
み
（
１
）（
２
）」『
参
考
書
誌
研
究
』
七
三
、
二
〇
一
〇
、
七

四
、
二
〇
一
一
）
や
回
想
談
話
（「
大
久
保
利
謙
先
生
を
か
こ
ん
で
」『
史
苑
』
六
二

－

二
、
二
〇
〇
二
）
も
あ
る
。
大
久
保
自
身
の
思
想
と
業
績
を
位
置
づ
け
る
に
は
さ

し
あ
た
り
十
分
な
手
が
か
り
は
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
大
久
保
に
関
す
る
回
顧
的
研
究
を
い
ま
だ

十
分
に
達
成
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
彼
の
退
職
や
死
去
に
寄
せ
た
記
事
や
（「
追
悼　

大
久
保
利
謙
先
生
を
偲
ぶ
」『
史
苑
』
五
七

－

一
、
一
九
九
六
）、
由
井
正
臣
に
よ
る

短
い
伝
記
紹
介
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
（「
大
久
保
利
謙
」
今
谷
明
・
大
濱
徹

也
・
尾
形
勇
・
樺
山
紘
一
・
木
畑
洋
一
編
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
家
（
２
）　

日
本
編

下
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
九
年
）。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
、
大
久
保
故
人

を
知
る
関
係
者
に
よ
る
個
人
的
感
懐
で
あ
っ
た
り
導
入
的
紹
介
で
あ
っ
た
り
と
、
人

物
史
・
史
学
史
研
究
そ
の
も
の
へ
は
到
達
し
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
大
久
保
の
自

伝
の
校
正
を
担
当
し
た
今
井
修
が
、
大
久
保
の
死
の
直
後
刊
行
し
た
論
考
の
中
で

（「
日
本
近
代
史
学
史
研
究
の
構
想
と
方
法　

そ
の
史
学
史
的
検
討
」『
社
会
科
学
討

究
』
四
一

－

三
、
一
九
九
六
）、
大
久
保
の
史
学
史
上
の
位
置
を
跡
づ
け
よ
う
と
し
て

い
る
試
み
が
目
に
つ
く
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
久
保
に
対
す
る
研
究
現
状
を
か
ん
が
み
、
大
久
保
自
身
を
史
学
史

的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
企
画
さ
れ
た
。
折
し
も
、

科
研
費
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
（
国
際
共
同
研
究
）（
代
表
小
澤
実
、
課
題
番
号

15 K
K0062

）
に
よ
る
共
同
研
究
で
、
大
久
保
と
親
交
の
あ
っ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大

学
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
博
士
が
来
日
を
予
定
し
て
い
た
。
メ
ー
ル
博
士
に
も

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
大
久
保
の
知
的
人
格
形
成
に
影

響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
家
族
、
大
久
保
自
身
が
関
心
を
持
ち
追
求
し
た
学
問
、
大
学

教
員
と
し
て
研
究
と
と
も
に
従
事
し
た
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、
歴
史
家
と
し
て
の

大
久
保
を
捉
え
直
す
こ
と
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
焦
点
と
し
た
。

二
　
報
告
者
と
報
告
内
容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
五
名
の
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
向
か
ら
史
学
者

と
し
て
の
大
久
保
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。

十
二
月
八
日
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
博
士
が
「
大

久
保
利
謙
先
生
と
私
の
研
究　

史
学
史
・
漢
学
教
育
・
音
楽
史
を
中
心
に
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
メ
ー
ル
博
士
の
来
日
直
前
に
、
彼
女
の
主
著
が

翻
訳
刊
行
さ
れ
た
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
（
千
葉
功
・
松
沢
裕
作
訳
者
代
表
）

『
歴
史
と
国
家　

十
九
世
紀
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
学
問
』（
東

京
大
学
出
版
会
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
唯
一
の
、
個
人
に
よ
る
、

近
代
日
本
に
お
け
る
歴
史
学
の
誕
生
を
あ
と
づ
け
た
単
著
で
あ
る
。
原
著
は
彼
女
の

博
士
論
文
と
し
て
ボ
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
で
刊
行
、
後
に
本
人
に

よ
り
英
訳
さ
れ
て
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
長
ら
く
絶
版
が
続
い

て
い
た
た
め
、
彼
女
自
身
の
個
人
出
版
社
に
版
権
を
移
し
、
来
日
直
前
に
、
長
い
序

文
を
付
し
た
第
二
版
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

argaret M
ehl, H

istory and 

the State in N
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ation and the Search 
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）。
旧
著
の
内
容
を
変
更
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
序
文
を
読
む
限
り
、

近
代
日
本
の
史
学
史
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
試
み
と
し

て
本
書
を
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
著
者
自
身
が
意
義
付
け
て
い
る
。
日
本
学
研

究
所
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
、
報
告
者
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
共
同
研
究
立
教
Ｓ

Ｆ
Ｒ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
の
近
代
歴
史
学
」
と
も
呼
応
す
る
方
向
性

で
あ
り
、
今
後
の
史
学
史
研
究
の
ひ
と
つ
の
あ
り
か
た
を
示
し
た
著
作
で
も
あ
る
。

メ
ー
ル
博
士
は
、
博
士
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
二
年
間
、
奨
学
金
を
得
て
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
留
学
し
史
料
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
時
、
彼
女
自
身
が
研

究
の
指
針
と
し
て
い
た
の
は
大
久
保
の
史
学
史
研
究
で
あ
り
、
ま
た
、
大
久
保
自
身

と
も
接
触
を
持
っ
て
い
た
。
博
士
の
報
告
で
は
、
博
士
自
身
の
留
学
時
代
に
お
け
る

私
的
な
話
も
は
さ
み
な
が
ら
、
大
久
保
の
研
究
を
土
台
と
し
て
、
メ
ー
ル
博
士
自
身

が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
を
位
置
づ
け
た
。
と
り

わ
け
、
日
本
の
近
代
史
学
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
通
常
強
調
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
ら
洋
学
の
影
響
は
大
き
く
な
く
、
他
方
で
、
著
作
を
準
備
し
た

当
時
は
さ
ほ
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
国
学
研
究
の
重
要
性
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

十
二
月
九
日
は
、
よ
り
個
別
の
対
象
に
絞
っ
た
研
究
報
告
が
な
さ
れ
た
。

第
一
報
告
は
、
佐
藤
雄
基
に
よ
る
「
大
久
保
利
武
と
利
謙　

立
教
大
学
図
書
館
所

蔵
大
久
保
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
み
た
大
久
保
父
子
の
学
問
形
成
」。
佐
藤
の
報
告
は
、

立
教
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
大
久
保
利
謙
が
寄
贈
し
た
大
久
保
文
庫
を
調
査

し
、
そ
の
書
き
込
み
な
ど
か
ら
、
大
久
保
利
武
・
利
謙
父
子
の
知
的
形
成
の
一
端
を

探
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
久
保
の
知
的
形
成
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、（
１
）
イ
ェ
ー

ル
大
学
で
学
び
ボ
ン
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
父
利
武
の
影
響
を
ど
こ
ま
で
見
積
も

る
か
、
ま
た
、（
２
） 

大
久
保
自
身
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
収
集
し
そ
れ
ら
を
ど
の
よ

う
に
読
み
解
い
た
の
か
と
い
っ
た
、
個
人
の
知
的
形
成
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
不

可
欠
な
家
族
の
要
素
と
個
人
読
書
の
あ
り
か
た
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を

確
認
し
た
。
佐
藤
の
報
告
は
、
第
二
報
告
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
大
久
保
文
庫
所
蔵
書

籍
の
展
示
会
と
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
報
告
と
展
示
会
に
よ
る
大
久

保
理
解
の
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
た
と
理
解
し
う
る
。

第
二
報
告
は
、
松
沢
裕
作
「
大
久
保
利
謙
と
戦
後
日
本
近
代
史
研
究
の
出
発
」。
松

沢
は
、
日
本
近
代
史
学
の
祖
と
言
わ
れ
る
大
久
保
の
知
的
形
成
と
材
料
収
集
を
論
じ

る
に
あ
た
っ
て
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
の
元
勲
の
孫
で
あ
り
華
族
と

し
て
の
家
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
言
説
を
い
っ
た
ん
脇
に
置
き
、

彼
自
身
の
歴
史
書
と
り
わ
け
年
史
編
纂
へ
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
た
。
松
沢
に
よ
れ

ば
、
近
代
史
の
祖
と
言
わ
れ
る
大
久
保
を
つ
く
っ
た
の
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
彼
に
委

嘱
さ
れ
た
年
史
の
作
業
で
あ
り
、
そ
の
資
料
収
集
と
記
述
作
法
を
習
得
す
る
過
程
で
、

記
述
対
象
と
の
距
離
を
と
る
大
久
保
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
近
代
に

お
け
る
あ
る
時
代
に
関
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
記
述
は
、
そ
の
前
段
階
に
当
該

テ
ー
マ
に
関
す
る
史
料
編
纂
が
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
史
研
究
も
変
わ
ら
な
い
、
と
主

張
し
た
。

第
三
報
告
は
、
小
澤
実
「
大
久
保
利
謙
と
一
九
五
〇

－

六
〇
年
代
の
立
教
大
学
史

学
科
」。
小
澤
の
報
告
は
、
大
久
保
が
日
本
史
学
専
任
教
員
と
し
て
つ
と
め
た
時
代
前

後
の
立
教
大
学
史
学
科
の
職
場
環
境
と
学
的
構
造
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
。
報
告
内

容
が
対
象
と
す
る
時
期
は
、
昨
年
三
月
に
行
わ
れ
た
「
史
学
科
の
比
較
史
」
で
報
告

し
た
戦
前
の
立
教
大
学
史
学
科
に
関
す
る
事
例
の
続
き
の
時
代
に
あ
た
る
。
小
澤
は
、

当
時
の
教
授
会
記
録
や
文
学
部
便
覧
、『
史
苑
』
の
彙
報
欄
、
大
久
保
に
関
わ
り
の

あ
っ
た
者
た
ち
の
証
言
、
立
教
時
代
に
大
久
保
が
刊
行
し
た
諸
著
作
の
あ
と
が
き
な

ど
を
資
料
と
し
て
利
用
し
、
大
学
紛
争
以
前
の
立
教
大
学
史
学
科
の
雰
囲
気
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
。
立
教
時
代
の
大
久
保
の
注
目
す
べ
き
成
果
と
し
て
指
摘
し
た

の
は
、
同
僚
や
立
教
周
辺
の
専
門
家
を
ま
と
め
て
刊
行
し
た
特
異
な
研
究
入
門
（
大

久
保
利
謙
・
海
老
沢
有
道
編
『
日
本
史
学
入
門
』
廣
文
社
、
一
九
六
五
）
で
あ
る
。
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大
久
保
が
招
聘
さ
れ
た
時
代
の
立
教
史
学
科
が
、
多
大
の
史
学
科
に
比
べ
て
、
や
や

特
殊
な
時
代
構
成
と
方
法
論
を
も
つ
組
織
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
報
告
は
、
今
井
修
の
「
大
久
保
史
学
の
史
学
史
的
位
置
」。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
今
井
は
大
久
保
の
自
伝
の
校
正
を
担
当
し
て
お
り
、
大
久
保
の
肉
声
を
知
る

立
場
に
あ
る
。
報
告
内
容
は
大
久
保
を
史
学
史
上
に
位
置
づ
け
る
た
め
の
作
法
に
つ

い
て
の
方
法
論
の
提
示
で
あ
り
、（
１
） 

テ
キ
ス
ト
を
網
羅
的
に
編
年
的
に
読
み
、（
２
） 

そ
の
テ
キ
ス
ト
の
形
成
過
程
を
読
書
記
録
な
ど
か
ら
内
在
的
に
再
構
成
し
、（
３
） 

同

時
代
の
史
学
者
た
ち
と
の
比
較
や
交
流
の
中
で
位
置
づ
け
よ
と
い
う
の
が
骨
子
で
あ
っ

た
。
知
識
人
の
伝
記
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
日
本
の
史
学
史
研
究
で
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
作
業
を
適
用

し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
大
久
保
に
至
っ
て
は
網
羅
的
な
文
献
目
録
す
ら

用
意
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
学
界
の
現
状
を
批
判
し
た
。
他
方
で
、
大
久
保
の
記
述

の
特
徴
を
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
び
込
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
「
開
放
性
」
と
位
置

づ
け
、
一
見
世
間
の
動
き
と
距
離
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
大
久
保
の
歴
史
記

述
も
、
必
ず
し
も
同
時
代
の
動
向
に
対
す
る
無
関
心
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
も
指
摘
し
た
。

第
二
報
告
と
第
三
報
告
の
あ
い
だ
に
、
池
袋
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
佐
藤
雄

基
と
図
書
館
職
員
と
の
協
力
に
よ
り
、
大
久
保
文
庫
か
ら
の
大
久
保
父
子
の
書
き
込

み
な
ど
が
あ
る
書
籍
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
第
一
報
告
の
資
料
で
も
あ
る
が
、

実
際
に
大
久
保
父
子
の
書
き
込
み
を
手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
第
一
報
告
の

意
義
を
確
認
し
う
る
と
と
も
に
、
大
久
保
父
子
の
関
心
と
息
遣
い
を
実
感
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
参
加
者
に
は
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
な
お
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
新
し
い
執
筆
者
を
加
え
て
、
論
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
お
ざ
わ
み
の
る　

立
教
大
学
文
学
部
教
授
）


